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 絆   
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ゲームでは、全校児童が楽しめるように、全体に行き渡るような気配りをしていました。初めて

全校を前に、リーダーシップをとったことで、徐々に最高学年としての自覚が芽生えてきました。 

 司会グループの子どもたちは、はきはきと大きな声で伝えていました。他の学年の子どもたち

が、分かりやすいように様子をうかがいながら話をしている姿に成長を感じました。 

 

 企画から進行まで、すべて５年生が中心となって頑張った行事。５年生にとっては、初めての経

験だっただけに、緊張している様子も見られましたが、子どもたちはよく頑張りました。 

6 年生の子ども達は、各学年の出し物を見ながら終始笑顔。中には、感慨深い表情をしなが

ら演技を見つめている6年生もいました。一生懸命の在校生の姿がとても印象的でした。 

～ファイト黒崎で 

絆を深めよう～ 
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 オンラインでも、思いは同じ。各学級と会場とが一つになりました。感動を分かち合う瞬間。

これでいよいよ6年生が巣立っていくのだなと実感しました。教室と体育館を結んで、心のこも

った歌声が校舎内に聞こえてきました。 

 終了後、自主的に後片付けをしている

子どもたちがいました。 

 最高学年としての自覚をもち、自分で

考えて行動する姿が、とても立派に見え

ました。校長先生から 

「大活躍でしたね。卒業式に向けて自信

をもってくださいね。」 

５年生の大活躍が際立った瞬間でした。 

 いよいよ６年生からのバトンを受け取るときがやってきました。くす玉を割り、「卒業おめで

とう」のメッセージが見えました。５年生の代表の子どもたちが、最高学年としての自覚と責任

をもって、頑張ろうとする気持ちの高まりを感じました。 

 いよいよ 6 年生の退場です。在校生にお祝いをしてもらい、笑顔いっぱいで体育館を出まし

た。各学級の前では在校生が拍手でお見送り。6年生は、たくさんの在校生に拍手をもらいなが

ら学級へと戻っていきました。 


